
 記者会見資料 

 

令和 2 年 8 月 31 日 11 時 

沖 縄 気 象 台 

 

令和 2 年 台風第 9 号について 
～ 非常に強い台風が沖縄本島地方に接近。厳重に警戒 ～ 

１ 台風の現況と予想 
 大型で強い台風第９号は、３１日９時には沖縄の南の北緯２２度２５分、東経１２８度

２５分にあって、１時間におよそ３０キロの速さで北へ進んでいます。中心の気圧は９５

５ヘクトパスカル中心付近の最大風速は４０メートル、最大瞬間風速は６０メートルで 

中心から半径１５０キロ以内では風速２５メートル以上の暴風となっています。 

台風第９号は、発達しながら沖縄の南を北上し、９月１日にかけて非常に強い勢力で沖

縄本島地方に接近する見込みです。 

 

２ 予想される風や波、雨量などの防災事項 
沖縄本島地方では、台風の接近で風が強まり、波も高まる見込みです。台風が最も接近

する 1 日未明から 1 日明け方にかけて、久米島を中心に最大風速５０メートル、最大瞬間

風速７０メートルの猛烈な風が吹く見込みです。暴風やうねりを伴った高波に厳重に警戒

してください。 

 

沖縄本島地方の雨量は、多い所で３１日から９月１日は１時間に８０ミリの猛烈な雨が

降り、２日にかけて大雨となる見込みです。予想される２４時間雨量は、沖縄本島地方の

多い所で１日１２時までの２４時間で３００ミリ、その後の２日１２時までの２４時間で

２００から３００ミリの見込みです。土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に厳

重な警戒が必要です。 

 

沖縄本島地方では、３１日夕方から９月１日にかけて潮位が高くなる見込みです。さら

に３１日夜のはじめ頃から１日にかけては警報基準を超える高潮が予想されます。海岸や

河口付近の低地では高潮による浸水や冠水のおそれがありますので厳重に警戒してくださ

い。 

 

風や雨が強まり外での行動が困難となる可能性があります。市町村が発令する避難情報

に従うなど、適切な行動をとってください。危険な場所には近づかないでください。過去

に土砂災害や浸水害、洪水害、高潮害などが発生した地域は特に警戒してください。 

大型で強い台風第９号は、発達しながら北よりに進み、非常に強い勢力で 9 月 1 日未

明から明け方にかけて、沖縄本島地方にかなり接近する見込みです。 

台風が接近する沖縄本島地方では、31 日夜のはじめ頃から 9 月 1 日夜遅くまでの長

時間にわたり暴風となる見込みで、暴風や高波、高潮、大雨による重大な災害が発生す

るおそれがあります。 

県民のみなさま、市町村が発令する避難情報にも留意して、風が強まる前に頑丈な建

物の中に移動するとともに、屋内では窓から離れるなど暴風に厳重に警戒してくださ

い。 



 
 

過去の台風災害から、最大瞬間風速６０メートル以上の風が吹くと、家屋の倒壊や車両

の横転・破損、広範囲な電柱の倒壊、倒木による道路寸断や建物の損壊、長時間の停電、

窓ガラスの破損等が予想されます。また、強風による転倒やドア開閉時の指の負傷等の人

的被害も発生しています。 

３ 具体的な台風対策 
 (家の外の備え) 
・窓や雨戸はしっかりと鍵をかけ、必要に応じて補強しましょう。 
・側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておきましょう。 
・高潮と高波、大雨が重なり、海岸付近の低い土地の浸水、港湾内での船舶の被害のお

それがあります。早めに対策しましょう。 
（家の中の備え） 
・非常用具を確認しましょう。（懐中電灯、携帯用ラジオ（乾電池式）、救急用品など） 
・室内からの安全対策をしましょう。（窓ガラスに飛散防止フィルムやテープなどを張っ 

たり、カーテンやブラインドを下ろすなど） 
 ・水の確保をしましょう。（断水に備えて飲料水を確保したり、浴槽に水を張って生活用 

水を確保するなど） 
 ・非常用食品を準備しましょう。（乾パンやクラッカー、レトルト食品、缶詰など） 
（台風が接近しているときは） 
・雨で増水した小川や側溝は境界が見えにくくなり、転落事故などが発生します。また、

山崩れ・がけ崩れも起こりやすくなります。日頃は安全と思われている場所でも油断

せず、危険な場所へはむやみに近づかないようにしましょう。 
・台風が接近し暴風となると、風により物が飛ばされたり、飛んできた物にぶつかった

り、車が転倒したりするおそれがあります。また、風に煽られてドアや扉に手や指を

挟まれるなどの被害も発生します。不要な外出は避け、台風が過ぎ去るのを待ちまし

ょう。また、海上や海岸付近では台風接近前から波が高くなり、台風が通過した後も

しばらくは波が高いことが多いです。台風接近時は海上や海岸付近に高波を見に行く

など危険な事はやめましょう。 
・避難とは[難]を[避]けること。安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要はありま

せん。 
・危険な場所にいる方は、市町村から出される避難情報に従い、風や雨で外が危険な状

況になる前、また、明るいうちに避難しましょう。 
・避難先は、小中学校・公民館だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難するこ

とも考えてみましょう。 
・市町村が指定する避難場所、避難所が変更・増設されている可能性があります。災害

時には、市町村ホームページ等で避難場所や経路を確認しましょう。 
・避難場所までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所や、自宅内のより安

全な場所に避難しましょう。 
・日頃から家族で避難場所や連絡方法などを話し合っておきましょう。 
・避難するときは、持ち物を最小限にして、両手が使えるようにしましょう。 
・気象台では、台風の影響が考えられる場合や雨などにより重大な被害が発生するおそ

れがあるときには、 「台風情報」や「警報・注意報」を発表します。テレビやラジオ、

気象台ホームページから最新の情報を入手してください。 
 

問い合わせ先 沖縄気象台業務課（098－833－4283） 



 
 

（参考）過去の災害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上、右上：2003 年台風第１4 号（マエミー）（宮古島：最大風速 38.4 m/s、最大瞬間風速 74.1 m/s） 

左下：2015 年台風第 15 号（石垣島：最大風速 47.9m/s、最大瞬間風速 71.0m/s） 

右下：2018 年台風第 24 号の被害状況（那覇：最大風速 34.0m/s、最大瞬間風速 53.1m/s） 

 

  

暴風により横転した車(気象台職員撮影) 

観測史上１～５位の値（年間を通じての値）

那覇（沖縄県）

１位 2位 3位 4位 5位 統計開始

49.5 東北東 47.0 南西 46.4 北北東 45.2 北 45.1 ] 西北西

(1949/6/20) (1957/9/26) (1949/7/23) (1959/11/13) (1948/10/4)

73.6 南 61.4 南 61.2 西北西 58.9 南南東 58.2 北

(1956/9/8) (1957/9/26) (2012/9/29) (1999/9/22) (1961/10/2)

936.3 939.7 940 940.5 940.6

(1956/9/8) (2007/7/13) (1954/8/15) (1961/10/2) (1930/7/17)

久米島（沖縄県）

１位 2位 3位 4位 5位 統計開始

43.7 南東 42.6 南南東 39.6 南東 36.5 ] 南東 35.2 南東

(1968/9/23) (1961/10/3) (2016/10/4) (1993/9/2) (1974/7/5)

62.8 南 62.4 南東 60.8 南南東 59.3 北東 56.8 南東

(2007/9/15) (1968/9/23) (1961/10/3) (2007/9/14) (2016/10/4)

928.1 939.3 940.2 941.1 947.9

(1993/9/2) (2007/9/15) (1961/10/3) (1991/7/27) (1968/9/23)
1958年7月

（hPa）

1958年7月
（m/s）

日最大瞬間風速・風向
1958年7月

（m/s）

1890年7月
（hPa）

1927年5月
（m/s）

日最大瞬間風速・風向
1953年8月

（m/s）

要素名／順位

日最大風速・風向

日最低海面気圧

要素名／順位

日最大風速・風向

日最低海面気圧

暴風により倒壊した電柱(気象台職員撮影) 

高波により沈没した船(気象台職員撮影) 高波と高潮によりひっくり返ったコンクリート

ブロック (嘉手納町職員) 



 
 

＜参考資料＞ 

 

◆雨の強さと降り方 

 

 

◆風の強さと吹き方 

 


